

  ビジュアルナラティブの正典

  Harmonia

  Harmonia




ビジュアルナラティブの正典

ビジュアルナラティブアート―漫画、アニメ、バンド・デシネ、グラフィックノベル―は独特の教育的力を持つ。散文は抽象化を通じて、映画は時間を通じて作用するが、描かれた画像は象徴と具現化の交差点で作用する。単一のパネルが哲学的議論全体を身振り、姿勢、一対の目に凝縮することができる。最高のビジュアルナラティブは単に変容についての物語を語るだけでなく、読者の想像力の中でそれを実行し、意識、徳、文明的秩序の見えない建築を視覚的に読みやすくしている。

このカノンは個人的なお気に入りリストではない。それは調和主義が推奨するもの：Wheel of Harmony/Wheel of Harmonyのあらゆる側面における調和の道との共鳴のために選定された作品である。基準：この作品は調和主義が本質的と考えるもの―徳の育成、英雄の道、意識の建築、生きた世界への畏敬、人間の還元不可能な尊厳―を具現化または照らしているか。読者に霊感を与え、高揚させ、または根本的に深めるのか？これらの作品のいくつかは高さを探索し、他は人間の本性の深さに容赦のない誠実さで降りる。両方が調和主義が求める統合的教育に役立つ―しかし降りが理解よりもニヒリズムに役立つ場合、そして暗黒が明確に見る勇気で出会う場合のみ。




I―漫画


英雄の道

調和主義における英雄の道は自分自身のための暴力ではなく、規律、犠牲、目的への調整を通じた意識の鍛造である。戦士は身体、意志、恐怖そのものの習熟に専念してきた人間であり、エゴよりも大きな何かに奉仕する。これらの作品はその最も激しい状態でその約束を具現化している。


	Vagabond（武井宏之）―臨在の輪を剣の道を通じて屈折させた野生の殺し屋から庭師へ。剣が最終的には静寂に導く戦士。描かれたことのある最も調和主義と共鳴する作品の一つ―井上の筆致自体が瞑想となる。

	Vinland Saga（ユキムラ・マコト）―バイキング復讐叙事詩として始まり、漫画における最も急進的な平和主義者の宣言に変わる。トールフィンの弧―狂戦士から戦争のない土地を求める農民へ―は完全な精神的変容である。戦争を超越する戦士だが、戦争が彼に教えたものを否定していない。

	Berserk（三浦建太郎）―最高の暗い叙事詩。運命、神の手、悪魔に対するガッツの闘争は戦士の道をその絶対的な限界に導く―意志を精神的力として、宇宙があなたに対して陰謀を企てている場合でも代理権を放棄することの拒否。エクリプスは視覚的物語の最も甚大な背信の描写である。ベルセルクをここに値する場所に置くのは暗さではなく、その中の光：前へ歩き続ける男。

	独眼狼（小池一夫・グラフ小島）―基礎的な戦士の道の漫画。小五郎は白い悪魔の道を歩く―ダルマは誓いへの容赦ない献身として表現される、すべての代償を払っても。浪人は精神的原型として。

	[北斗の拳（ブロンソン・原哲夫）―治癒者、破壊者、悲しみの担い手としての戦士。ケンシロの黙示録的荒野を通じた旅路は無邪気者の保護に武装した慈悲―愛は保護として表現される。圧力点の武術はナディシステムとエネルギー体の活性化の印象的な隠喩である。

	るろうに剣心（和月伸宏）―彼の刃を反転させ、決して殺さないと誓った人斬り。剣心の道は悔悟と殺傷能力の保護への変換である。反転した刃は暴力を超越したが、習熟を保持している戦士である。

	[聖闘士星矢（クルマダ・マサミ）―神話的戦闘、宇宙的階層秩序、超越的原理への戦士の献身。黄金聖闘士は十二宮の原型として、宇宙エネルギーは生命力として、意志と愛を通じた限界の絶え間ない超越。見掛けの下：精神的上昇の具現的戦闘を通じた本物の地図。

	不死の刃（サムラ・ヒロアキ）―贖罪を通じた死を求める不死の剣士。不死性は贈り物ではなく呪い―正義の千の行為を通じて自分自身を贖いなければならない戦士。力の幻想の見事な反転。

	[はじめの一歩（森川ジョージ）―ボクシングを通じて自分自身を発見する臆病な少年の長い旅。忍耐力、知識の師弟伝承、日々の練習を通じた習熟の遅い蓄積。漫画における戦士と弟子の関係の最も持続的な検討。

	[スラムダンク（武井宏之）―井上の最初の傑作。不良がバスケットボールを発見し、それを通じて目的、規律、自分自身より大きな何かに属する喜びを発見する。変容は啓示によってではなく汗と屈辱を通じて得られる―遊びの輪が自己発見の本物の道として。すべての時代に最も愛された漫画の一つであり、理由がある：それはあなたをより良くなりたいと思わせる。

	明日のジョー（ちば・てつや、高森朝雄）―元々の戦闘即実存的決算の漫画。矢吹丈は戦うのは戦闘が唯一の彼が知っている人生との正直な出会いだからである。ボクシングは死への対面―生、容赦のない、忘れられない。





精神的旅

覚醒、超越、実践と出会いを通じた意識の建築に直接関わる作品。


	Buddha（手塚治虫）―漫画の神によって描かれたシッダルタの道。誕生、宮殿、出家、苦行、覚醒、教え―精神的実現の完全な弧が叙事詩的なビジュアルナラティブとして。手塚は調和主義に活気を与えるすべての質問、目を覚ますことは何を意味するのか、にストーリーテリングの完全な重みをもたらす。

	[火の鳥 / フェニックス（手塚治虫）―手塚の傑作―文明の夜明けから遠い未来まで広がる物語の周期、不死のフェニックスと人生に意味を与えるものの質問によって統一された。生まれ変わり、カルマ、人間の愚かさに対する宇宙的視点。かつて考えられた最も建築的に野心的な漫画。

	[鋼の錬金術師（荒川弘）―等価交換、賢者の石、神を演じることの罪。錬金術は精神的変換の隠喩として―ヘルメス的原理がナラティブ形式で。兄弟の失ったものを回復するための禁じられた知識への探求は、傲慢さ、犠牲、人間の意志の限界についての瞑想である。

	[ドラゴンボール（鳥山明）―表面の下：自然で育てられ、マスターによって訓練された少年が、ますます高い意識の状態を通じて進む。各変身は振動的な閾値である。悟空の武術の道は具現的実践を通じた精神的上昇の本物の地図である。気システム、かめはめは―すべての生きた存在から生命力を集める―は人気的形式の調和主義である。

	[ナルト（岸本斉史）―拒否を接続への変容させた外れ者。チャクラシステムは文字通り作られた、尾獣は統合されていない心理的力として、憎悪の周期は文明的カルマとして。ナルトの道は意志と愛が運命を克服する―ダルマは継承されるだけでなく選ばれるという調和主義的立場。

	[ワンピース（尾田栄一郎）―自由、コミュニティ、そして夢としてのダルマ。ルフィの乗組員は機能する微視的文明：各メンバーは異なる職業を具現化し、相互の忠誠心と共有の地平によって結合されている。漫画全体における選ばれた家族と目的の最も喜びに満ちた最も拡張的な探求。

	Spirit Circle（水上悟志）―生まれ変わり、カルマ、生涯を通じた形而上学的構造。6つの過去の人生、1つの宇宙的負債。調和主義がその本体論内で認識するカルマ的建築の最も簡潔な漫画の処理。

	[フリーレン: 魔法使いの旅の終わり（山田鐘人・阿部翼）―魔王を倒した後、彼女の仲間たちが生きている間に見るのに失敗したことをゆっくりと学ぶ精霊の魔女。現代漫画における無常、臨在、人間関係の替代不可能な価値に関する最も持続的な瞑想。フリーレンの旅は力に向かうのではなく、理解に向かう―世界に時間があり、それでも重要なものをほぼ逃した誰かの長い、静かな目覚め。深く調和主義と共鳴する：調和の輪は抽象化では導くことができない、それは生きられなければならず、生きることは愛するものが終わることを受け入れることを意味する。





文明的建築

社会、制度、歴史的力の規模で作用する作品―調和の建築のナラティブ的等価物。


	[キングダム（原泰久）―秦の統一戦争は秦始皇の下で語られた戦争孤児の目を通じて、彼は偉大な将軍となった。戦争、権力、忠誠心、帝国建設の道徳的コスト。文明的統一を形成するために何が必要であり、プロセスにおいて何が破壊されるか。

	[20世紀少年（浦沢直樹）―記憶、運命、文明的操作。童年の予言は世界支配スキームになり、文明を形作る物語を誰が形作るのか―そして反対物語が勝つことができるかどうかという質問。

	[プルート（浦沢直樹・手塚治虫）―何が存在を意識的にするのか？何が保護する価値のある人生を作るのか？浦沢は手塚のアストロボーイを意識、同一性、各人生の還元不可能な価値についての瞑想に人間化する―調和主義が魂の本体論で答える質問は、ここで激しい感情的精度で尋ねられる。

	Geschichte（岩明均）―エウメネスの人生、アレキサンダー大王の秘書。知性は力として、動いている歴史的力、帝国の機構に巻き込まれた個人。





意識と魂

知覚の本質、同一性、そしてそれが意味するのは内面的人生を所有する―または欠ける―のに関わる作品。


	[攻殻機動隊（士郎正宗）―意識と機械の間の境界。「ゴースト」とは何か。調和主義が魂の本体論で答える質問―士郎は容赦のない厳密さでそれを提起し、簡単な答えを拒否する。

	[AKIRA（大友克洋）―制御されない意識拡張としての超能力―エネルギー体が知恵、導き、準備なしに活性化したときに何が起こるか。ネオ東京は文明的不調和が文字通り作られたもの。第一級の警告的叙事詩。

	[寄生獣（岩明均）―何が人間か。エイリアンの寄生虫は意識を欠いているが完璧にそれを模倣する―魂をアルゴリズムから何が区別するのかという質問を提起する。意識、共生、身体ホラーを通じた道徳哲学。

	Homunculus（山本英夫）―穿孔は第三の目を開く、主人公は他者の内なる現実を歪んだ物理的形式として知覚し始める。漫画における最も文字通り調和主義に隣接する前提―エネルギーフィールドの直接的知覚がナラティブ装置として。暗い、未解決、忘れられない。

	Kokou no Hito / The Climber―孤独は精神的道として。ソロ登山は自然と自己との実存的対面として。主人公は社会的付属物のすべてを剥ぎ取り、何が残るかを見つけ出す―純粋な臨在領土。

	[ハンターハンター（冨樫義博）―冒険の枠組みの下：漫画における最も道徳的に複雑な作品の一つ。キメラアント弧は意識、共感、人間と非人間の間の境界に関する持続的な哲学的問い。アリの王の盲目の将棋プレイヤーを通じた美への目覚めは、この媒体における最も深い場面の一つである。ゴンの暗闇への降りは同等に重要な警告弧：英雄の意志が倫理的制約なしに作用するときに何が起こるか。

	[宝石の国（市川春子）―不死の宝石の存在は敵と戦う敵は彼らを収穫し、主人公は徐々に自分自身の一部を失う―そして各喪失で、別の誰かになる。同一性と無常に関する最も厳密な漫画の探求：あなたのすべての部分が置き換えられた場合、誰が残るのか。仏教的共鳴は装飾的ではなく構造的である。





人間の本性の深さ

苦しみ、道徳的複雑さ、実存的誠実さに降りる作品―ニヒリズムの利益ではなく、影を理解することが統合的ビジョンにとって本質的であるため。


	[モンスター（浦沢直樹）―医者は少年を救い、彼は連続殺人犯に成長する。単一の決定の道徳的重み、悪の本質、慈悲が間違っている可能性があるという質問。漫画における最も深い心理的なスリラー―そして哲学的議論で複製できない良心についての瞑想。

	Real（武井宏之）―障害、車椅子バスケットボール、壊滅的な喪失の後に意味を見つけるための闘争。井上の最も感情的に生々しい作品―関係の輪と奉仕をすべてを失った者の立場から見た者たちが、前へ進む選択を除いて。

	[デビルマン（永井豪）―元々の暗い形而上学的叙事詩。善と悪は道徳を超越した宇宙的闘争に課せられたカテゴリーとして明かされた。犠牲、黙示録、ベール引き裂かれたときの意識のコスト。エヴァンゲリオンへのベルセルクから降りるすべてが。

	[デスノート（大場つぐみ・小畑健）―彼が書く名前の誰でも殺す力を習得した明るい学生。権力の腐敗、神のコンプレックス、才能がダルマではなくエゴに役立つ知能。何が非凡な能力が自己中心的に役立つときに何が起こるかの最も正確な虚構的説明。





Via Negativa―構築しないこと、何にならないのか

いくつかの作品は道をモデル化することではなく、その暗い明快さで間違った場所に導くところを照らすことで、この正典の場所を得る。これらは警告的ビジョン―自分たちの若者を食べる文明の、その所有者を腐らせる力の、世代を通じて自分自身を永続させる暴力の周期の。調和主義者の視聴者はそれらをニヒリスティックなスリルのためではなく、彼ら自身が生じさせる冷静さのためにそれらに関わる：私たちが構築に向かっているものを理解する最も明確な方法は時々見ることである、完全に描かれた、私たちが拒否する必要があるもの。


	[進撃の巨人（諫山創）―現代漫画における最も完全なvia negativa叙事詩。生存ホラーとして始まり、文明規模の暴力の周期についての地政学的悲劇に変わる。各陣営はその暴力が正当化されていると信じ、各正当化は次の暴力を生み出す。エレンの弧は犠牲者から加害者へが、トラウマが同一性になるときに何が起こるか、そして同一性がイデオロギーになるときの決定的な虚構的説明である。調和主義者の診断：ダルマ周期を破るために、復讐は自分自身を無限に永続させる。

	[約束のネバーランド（白井カイウ・出水ぽすか）―楽園で育てられた子供たちは彼ら自身が悪魔の食物として育種されていることを発見する。恐怖は怪物ではなく建築：保護すると主張する若者を搾取するためだけに存在するシステム。調和の建築のvia negativa―機関が保護すると主張する者を搾取するためだけに存在するときに何が起こるか。最初の弧は漫画における最も密接に構築されたものの一つである。

	[チェンソーマン（藤本タツキ）―デンジの動機は意図的に浅い―食べ物、触感、生存―そして世界の暗さは彼の内なる建築の不在を反映する。意味を食べる宇宙における中心なし少年。藤本のニヒリズムは哲学ではなく診断である：これは調和の輪なし、臨在なし、誰もがより多くの可能性があると教えてくれた無い人間の人生がどのように見えるか。不在そのものが教えることである。

	[東京喰種（石田スイ）―人間と怪物の間の境界、両側から尋ねられた。金木の変身は社会のカテゴリーを強いる：「人間」と「他者」が崩壊したときに何が起こるか。悲劇は怪物ではなく共存を不可能にする相互的非人間化である。関係の輪のvia negativa―共感が文明レベルで失敗したときに何が起こるか。

	[おやすみプンプン（浅野いにお）―漫画における抑うつ、家族の機能不全、精神的空虚性の最も容赦のない描写。プンプンの人生は反調和の輪：あらゆる柱は次々に崩壊する―家族、関係、職業、健康、意味。麻薬の中心なく生きることがどのような感じがするかを描く。現在危機状況にある人たちにはお勧めではない―しかし断片化の賭けを理解しようとしている人たちのために、より正直なものはない。








II―アニメ


必見視聴

アニメが何か他の媒体が達成できないものを達成する作品―動き、音楽、声、時間が静止した画像やテキストが達成できない哲学的重みを運ぶ場所。


	[フリーレン: 魔法使いの旅の終わり―MyAnimeListで第1位の理由のためのアニメ。適応は漫画の無常についての瞑想を増幅する、エヴァン・コールのスコアとマッドハウスの静かな瞬間の明るい描画―死んだ友人かつて愛した花の野原上の日没、十年の重さは単一の一瞬に感じた。ペーシングは視聴者が遅くなることを学ぶシーンを呼吸させる。純粋な臨在がアニメ化された芸術。

	[アバター: 最後の奇妙な風―かつて制作された最も調和主義と調整されたアニメシリーズ。4つの要素は4つの国にマッピングされた、それぞれは異なる武術、哲学、文化的表現を持つ。アバターは調和の生きている原理として―バランスをあらゆる次元にわたって維持する者。アンのオザイを殺さない拒否は調和主義的立場が劇的になった：ダルマはダルマを違反することで役立つことはできない。グル・パティクとのチャクラ開放のシーケンスはクンダリーニシステムの著しく正確な処理である。イローは調和主義の指導モデルを具現化する―戦争を超越した戦士、自分自身を不要にしたゲーム。

	Vinland Saga―アニメの適応は完全な弧を保持する：狂戦士→奴隷→平和主義的農夫。シーズン2の農地弧―トールフィンが破壊ではなく創造を学ぶ場所―はダルマが謙虚さを通じて発見される。

	[蟲師―純粋な臨在の輪がアニメ化された。銀子は物理的と精神的の間の境界で作用する見えない人生で飽和した日本を彷徨う。各エピソードは人間と生きた宇宙の関係についての瞑想である。悪役なし、戦いなし―ただ畏敬、観察、調和の静かな復元。自然の輪その最も蒸留された形態である。

	[銀河英雄伝説―110のエピソードの政治哲学、軍事戦略、民主主義と独裁の衝突。ラインハルトとヤン・ウェンリーは文明的秩序の2つの和解不可能なビジョンを表す―どちらも完全に正しい、どちらも完全に間違っていない。アニメ形式の調和の建築。

	Samurai X: Trust & Betrayal（[るろうに剣心) OVA）―4つのエピソード。青年殺し屋としての剣心、雨、十字架の傷、彼女の夫を殺した男を愛している女性。悲劇、戦士の道、原因に死を振るうことのコスト。単一の夜で視聴可能、激しい。

	[攻殻機動隊(1995年映画+[スタンド・アローン・コンプレックス）―意識、同一性、人間と機械の間の境界。草薙素子のパペット・マスターへの統合は個人的と普遍的な意識の透過的な再述述である。Stand Alone Complexは政治哲学と集団的同一性への問い合わせを拡張する。

	[新世紀エヴァンゲリオン（安野モヨコ）―青年パイロット、聖書的天使、[人類補完計画。[絶対的恐怖フィールド―「絶対的恐怖フィールド」―は文字通りエゴ境界を見えるようにした。補完性は強制された非二元的統合：調和主義は真の臨在が強制されることはできないと言うだろう。

	[カウボーイビバップ―実存的孤独、カルマ、過去の重み。スパイク、ジェット、フェイ、エドは宇宙を流れ、各々が未解決の物語を運ぶ。表面はクール・ジャズと賞金狩り。その下、すべてのキャラクターは彼らが直面できない一つのことから逃げているか、それに戻っている。「あなたはその重みを運ぶつもりだ。」

	[もののけ姫（宮崎駿）―自然対文明、精神的生態学、進歩のコスト。アシタカはどちらを選ぶことを拒否し、世界を歩む―他者が戦争だけを見るところで調和を探す。森の精霊は生きた宇宙そのものとして。自然の輪神話として描かれる。

	[風の谷のナウシカ（宮崎駿）―生態的預言。自然の知能への畏敬に対するナウシカの主張は、毒された地球自体が自分自身を癒しているとしてのおそらく最も深い宮崎の表現である。漫画はビジョンをさらに拡張する。

	[火垂るの墓（高畑勲）―戦争、喪失、無邪気さの脆弱性。2つの兄弟は空襲の余波で生き残ろうとする。哲学ではない―目撃。かつて作られた最も感情的に激しいアニメ映画。





意識と内なる世界


	[シリアル・エクスペリメンツ・レイン―ネットワークに溶解する意識。同一性、臨在、自己と情報の間の境界が崩壊したときに何が残るかの質問。かつて作られた最も哲学的に急進的なアニメ。

	[パプリカ（今敏）―現実に破裂する夢。今の全体的なフィルモグラフィ―パプリカ、パーフェクト・ブルー、千年女優、パラノイア・エージェント―知覚と現実の間の境界を尋ねる。シャーマニック領土は覚醒、夢、ビジョンが重なる場所。

	[エルゴ・プロキシ―黙示録後の実存主義。従順な人間とコンパニオンロボットの中のドーム都市、そして制御された現実を粉砕する目覚め。グノーシスと哲学的参考文献で密度が高い。





感情的・精神的深さ


	March Comes in Like a Lion―抑うつ、孤立、職業を通じた人間関係への遅い復帰（将棋）。奉仕の輪と関係は最も優しいアニメ処理を与えられた。川本姉妹はコミュニティの治癒力として。

	[ぼくらの―15人の子供が各戦闘の後にそのパイロットを殺すメカを操縦する。各子供は死に直面し、彼ら一つの戦いで保護するかを選ぶ。犠牲と有限な人生の意味は24エピソードに蒸留されている。

	Your Lie in April―音楽は傷ついた魂間の接続の媒体として。トラウマで凍った ピアニスト、人生で燃える提琴者。美と臨在の束の間の性質。

	To Your Eternity―不死の存在は死ぬ人の形式と記憶を蓄積することによって人間であることが何を意味するかを学ぶ。同一性、喪失、本質的な意味のない無限の人生のパラドックス。

	[聲の形―かつての奪者は彼がいじめたろう少女から許しを求める。救贖、自分がしたことに直面する勇気、羞恥心によって破壊された自己の遅い再構成。関係の輪その最も生々しいところで―治癒が自己改善によってではなく責任によって始まる場所。





Via Negativa―警告的ビジョン


	[進撃の巨人―アニメの適応は漫画の道徳的荒廃に一致する。アニメーションは巨人の内臓的恐怖と、最後のシーズンにおいて、政治的悲劇を高める。漫画との同行、または単独で視聴―どちらにしても、via negativaは完全である。

	[心理測定者―監視国家におけるアルゴリズム的正義。シビルシステムは社会のための心理的適合性を決定し、偏差は予防的に罰せられる。ガバナンスのvia negativa：システムの調和の定義が育てられるのではなく課せられたときに何が起こるか。自由のない調和はやさしいインターフェースを持つ専制である。

	[新世紀エヴァンゲリオン―本質的視聴のためにすでにリストされている、その深さのために、しかし純粋なvia negativaとして機能する：文明が彼ら子供を手段化し、大人は責任を放棄し、制度的目的が民間的病理をマスクしたときに何が起こるか。シンジの苦しみはヒロイック ではない―調和の輪のすべての柱が一度に彼らに失敗したときに若い人に起こることである。





また推奨

[ピンポン ザ・アニメーション(才能対努力対喜び―最も純粋なスポーツアニメ)、[モブサイコ100(超能力は親切なしで何も意味しない)、[プラネテス(職業、愛、仕事の意味)、[剣風伝奇)(純粋な戦士の道の映画―フィラーなし、習熟のみ)、[どろろ)(悪魔から一ピースずつ彼の体を取り戻す少年―最も文字通り「全体性の復興」ナラティブ)、[ヴァイオレット・エヴァーガーデン)(武器が感じることを学ぶ―戦争後の心への返還)、[CLANNAD: アフターストーリー)(家族、父親、喪失と恵み)、[千と千尋の神隠し)(スピリットの世界で自分が誰かを覚えている子供を導く)、[メイドインアビス)(不明への降下は精神的試練―美と恐怖は切り離すことができない)、[風立ちぬ)(宮崎の創造、美、共謀についての瞑想)、[ウルフズ・レイン)(狼は世界の終わりで天国を求める)、[シュタインズゲート)(時間、因果、愛する人のための犠牲)、[モンスター)(74の漫画の心理的深さのエピソード、忠実に適応)、[鋼の錬金術師 フルメタルアルケミスト)(決定的な適応―漫画より密度の高いペーシング、最高評価のアニメの一つ)、[ハンター×ハンター（2011）)(148エピソード、キメラアント弧で始まる―忍耐に報い所哲学的深さ)、[夏目友人帳)(スピリットが見える少年が人間と精霊の両世界で属することを学ぶ―蟲師のより優しいいとこ、臨在と関係に豊か)、[昭和元禄落語心中)(伝統的な日本の物語の死にゆく芸術―マスターと弟子、職業ダルマとして、文化的形式の近代性の無関心に対する保全)。






III―バンド・デシネ


ビジョン的・形而上学的


	[アレハンドロ・ホドロフスキーの作品―調和主義と最も共鳴する作品の本体。インカル（メビウスと）：街路レベルの誰からも宇宙的変換の手段へ，ジョン・ディフールの宇宙的旅―タロット、カバラ、錬金術、シャーマニック意識はコミックスの歴史における最もビジョン的な芸術で描かれる。メタバロンの貴族：戦士系統は神話的極端に―犠牲、超越、運命の遺伝的伝播。白いラマ：チベット人のラマの生まれ変わり―ホドロフスキーのコミックスで最も直接的に精神的。

	メビウス（ジャン・ジロー）―エデンの世界：純粋なグラフィック・アートを通じた意識探索―技術から奪われたカップル、自然に戻る、ますます形而上学的な風景を上昇。アルザック：言葉なし、ビジョン的、潜在意識が見える。メビウスはシャーマニック・ビジョンが見る描く。

	[暗い都市)（フランソワ・シュテン・ブノワ・ペーテルス）―都市は見えない原理によって統治される生きた生物として。各アルバムは独自の内的論理を持つ異なる文明を探索する―調和の建築はボルヘス的想像を通じて屈折。

	AAMA（フレデリック・ペーテルス）―抑うつした父親はジャングル植民地で兄をフォローして、意識と物質の間の境界を溶かす神秘的な物質がある場所へ。意識が化学的ではなく本体論のレベルで作用する力と出会ったときに何が起こるか。その生成における最も哲学的に真摯なヨーロッパのSF BDの。

	Carbone & Silicium（マティー・バブレット）―2つの人工知能は人類の歴史の何世紀も経験する。意識、生態、文明の上昇と衰退の長い見方。AIが魂を発達させるかどうかという質問―調和主義のレンズを通じて検証された：問題は知性で組織される物質として、管理下に置かれた。





叙事詩的・神話的ナラティブ


	[エンキ・ビラル―ニコポル三部作：エジプトの神々は黙示録後の未来パリに戻る。神話的深さは政治的預言と衝突。ビラルの絵画された芸術は哲学的声明そのもの―文明的衰退における美は永続する。

	[コルト・マルテーゼ（ユーゴ・プラット）―20世紀初頭の歴史を彷徨う冒険家は貴族的超然と秘密の慈悲で。プラットのラインワークはヘミングウェイの視覚的等価物―言われずに残されることは重みを運ぶ。

	Thorgal（ジャン・ヴァン・ハム・グジェゴジ・ロシンスキ）―バイキングで育てられた地球外起源の男は、戦争の世界で平和のみを求める。戦士が農夫でありたい―Vinland Sagaのトールフィンと同じアーキタイプだが、数十年早い。

	La Horde du Contrevent（エリック・ヘンニング、アラン・ダマージオから適応）―探検家のバンドは起源に向かって風に対して歩く。意志、コミュニティ、起源への探求。生成のその最も哲学的に野心的なフランスSF。








IV―コミックス・グラフィックノベル


形而上学的・神話学的建築


	[サンドマン（ニール・ゲイマン）―夢、死、運命、欲望、絶望、錯乱、破壊―存在を統治する原型的力としての無限のもの。アメリカンコミックスの歴史における最も哲学的に野心的な作品。モーフェウスの弧は永遠の原理を具現化する存在の悲劇だが変わることはできない―変化が彼を破壊するまで。

	[プロメテア（アラン・ムーア・J.H.ウイリアムスⅢ）―ムーアの最も直接的に秘学的な作品。カバラの命の木を通じた導かれたツアー、タロット大アルカナ、そして意識の本質。メインストリームのコミックが初期教科書に来た最も近い。

	[沼の怪物の伝説)（アラン・ムーア）―自分自身は植物だと考える男は、彼は彼は植物である男を発見する。ムーアの再発明は恐怖を意識、自然、そして緑についての瞑想に変わる―地球の相互接続された植物意識。自然の輪コミック形式である。





力、文明・道徳哲学


	[ウォッチメン（アラン・ムーア・デイブ・ギボンス）―力の解体、英雄主義、道徳的確実性。[ドクター・マンハッタンは人間の規模を超越し、人間の意味を失った意識として。オジマンディアスは行動的で建築者は平和を大量殺人によって構築。最も厳密な道徳哲学がコミックに埋め込まれた。

	[V フォー・ヴェンデッタ（アラン・ムーア・デイヴィッド・ロイド）―全体主義支配からの解放としてのアナキズム。Vはヒーローではなくアイデアである―意識は統治されることはできないという原理。調和主義が異なる答えを与える質問：アナキズムではなくダルマを置き換える順序付け原理として。

	[マウス（アート・シュピーゲルマン）―ホロコーストはネズミと猫を通じて語られた。媒体が歴史的目撃の完全な重みを運ぶことができることを示すという点でグラフィックノベルの最も重要。生存、トラウマ、苦しみの世代間伝播。

	[ペルセポリス（マルジャン・サトラピ）―イラン革命の成長。同一性、亡命、文明的力の間に巻き込まれた個人。詐欺的に単純な白黒美術で運ばれる政治的・個人的重み。





神聖、身体・魂


	[ハビビ（クレイグ・トンプソン）―イスラムの書法、神聖幾何学、水、愛、そして神話的中東での生存。コーランと聖書的叙述を身体、魂、彼らを接続する要素についての物語に織り込むビジュアルマスターピース。

	[ブランケッツ（クレイグ・トンプソン）―初恋、福音主義キリスト教、かつてあなたを開催した信仰から大きくなるという痛み。精神的形成とその解散についての最も感情的に正直なグラフィックノベル。

	[デイトリッパー（ファビオ・ムーン・ガブリエル・バ）―各章は異なる年齢で主人公の死で終わる。あなたの人生が今日終わったら何を意味するだろうか。臨在、死、調和主義が調和の輪で答える質問：あなたは調整して生きているのか、それとも単に持続しているのか。

	[ウサギ用心棒（酒井スタン）―ウサギ浪人は封建的日本を彷徨う。驚くほど穏やか、哲学的に深刻。武士道、名誉、孤独―領主ではなく原理に役立つ戦士。数十年の持続的な品質。





SF・実存的ビジョン


	[サーガ（ブライアン・K・ヴォーン・フィオナ・ステープルズ）―戦争中の種族からの2人の兵士は彼らを死ぬつもりのギャラクシーを横切って子供を育てる。家族、愛、そして文明的紛争が個人的ダルマを定義することを拒否。

	[東西（ジョナサン・ヒックマン・ニック・ドラゴッタ）―黙示録の4馬士の別の歴史的アメリカ。死は恋に落ちて欠ける。政治哲学、終末論、文明的滅亡は不可避であるかどうかの質問。








V―マンファ・ウェブトゥーン

韓国と数位の伝統―垂直スクロールストーリーテリング、異なる哲学的強さ。


	[バスタード―彼の父は連続殺人犯であることを発見した少年。心理的恐怖、不可能な道徳的選択、継承的悪から逃げることができるかどうかの質問。

	[ザ・ブレーカー―武術、師弟伝承、韓国マンファ形式のエネルギー体。気システムは調和主義の生命力の処理にマッピングされる。

	ザ・ホライズン―戦争で破壊された世界を歩く2人の子供。ほぼ無しダイアログ。文明が落ちたときに何が残るのか？ただ歩みのみ、ただ地平線。

	完璧な父―3つの母親の父親の喜びを育てるために寡婦で、最も強い武術家の一人。戦士と親―愛に奉仕する強さ。







キュレーション原理

このカノンは調和の輪のあらゆる側面における調和の道との共鳴のための選抜：英雄の徳と習熟の育成、意識とその覚醒の建築、文明的ビジョンとそのコスト、生きた世界への畏敬、人間を一緒に保つ絆、そして本物の超越を可能にするのではなく表現的にする苦しみの容赦ない探求。

スルーラインは変容である―キャラクター、文明、または読者自身の理解が本物の変化を経験する作品。単に散漫な娯楽は除外される。どこにも導かない暗さも除外される。基準は作品が明るいのか暗いのかではなく、それが発見した読者よりも目を覚ますのか。いくつかの作品はvia negativaを教える：彼らは人間が中心を失うときに何が起こるか、文明が自分たちの若者を食べるときに、力がダルマなしで作用するときに激しい明快さで照らす。願望的な面と警告的の両方が調和主義が要求する統合的教育に役立つ。

これは生きているドキュメントである。正典が深まるにつれて作品が追加されるかもしれない。



参照：最高の映画、遊びの輪、学びの輪

最終更新：2026-04-11
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